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はじめに 

  いじめは、いじめを受けた
う

生徒
せいと

の教育
きょういく

を受ける
う

権利
けんり

を著しく
いちじる

侵害
しんがい

し、その心身
しんしん

の健全
けんぜん

な成長
せいちょう

及び
およ

人格
じんかく

の

形成
けいせい

に重大
じゅうだい

な影響
えいきょう

を与える
あた

のみならず、その生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

に重大
じゅうだい

な危険
きけん

を生じさせる
しょう

恐れがあるもので、

人権にかかわる重要な問題である。 

  本校
ほんこう

は、生徒
せいと

一人一人
ひとりひとり

の人権
じんけん

を守り
まも

尊厳
そんげん

を保持
ほじ

する目的
もくてき

の下
もと

、国
くに

・市
し

・地域
ちいき

住民
じゅうみん

・家庭
かてい

その他
      た

の関係者
かんけいしゃ

が連携
れんけい

しながら、いじめの問題
もんだい

の克服
こくふく

に向けて
む

取り組む
と     く

よう、いじめ防止
ぼうし

対策
たいさく

推進法
すいしんほう

（以下
いか

、「法
ほう

」とい

う。）第１３条
だい      じょう

の規定
きてい

に基づき
もと

、校長
こうちょう

が、いじめの防止
ぼうし

等
とう

（いじめの防止
ぼうし

、いじめの早期
そうき

発見
はっけん

及び
およ

いじめ

への対処
たいしょ

）のための対策
たいさく

を総合的
そうごうてき

かつ効果的
こうかてき

に推進
すいしん

するために学校
がっこう

いじめ防止
ぼうし

基本
きほん

方針
ほうしん

を策定
さくてい

する。 

 

１ いじめに対する
たい

基本
きほん

姿勢
しせい

 

「これからの生徒
せいと

指導
しどう

の推進
すいしん

に当たって
あ

～生徒
せいと

指導
しどう

実践
じっせん

資料
しりょう

第４
だい

集
しゅう

～（令和
れいわ

３年
   ねん

４月
   がつ

北九州市
きたきゅうしゅうし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

）」 

 

本校
ほんこう

においては、上
うえ

の３つの考え方
かんが   かた

を基本
きほん

に、家庭
かてい

・地域
ちいき

等
とう

と連携
れんけい

を図り
はか

、自校
じこう

の課題
かだい

を見
み

い出し
   だ

、生徒
せいと

の実態
じったい

に応じた
おう

取組
とりくみ

を図る
はか

。また、市
し

や関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

し、「いじめの防止
ぼうし

」「いじめの早期
そうき

発見
はっけん

」「い

じめに対する
たい

措置
そち

」を適切
てきせつ

に行う
おこな

。 

 

⑴  自校
じ こ う

の課題
か だ い

 

 

⑵ 学校
がっこう

としてなすべきこと 

① いじめに対する
たい

正しい
ただ

認識
にんしき

を共通
きょうつう

理解
りかい

する 

・ いじめは人間
にんげん

として絶対
ぜったい

に許されない
ゆる

行為
こうい

であり、いじめをはやしたてたり傍観
ぼうかん

したりする行為
こうい

もいじめる行為
こうい

と同様
どうよう

に許されない
ゆる

という強い
つよい

認識
にんしき

をもつ。 

・ 生徒
せいと

に対して
たい

、いじめられている人
ひと

を助ける
たす

ことは、いじめている人
ひと

を助ける
たす

ことにもなるとい

う認識
にんしき

をもたせる。 

・異年齢
いねんれい

、多国籍
たこくせき

の生徒
せいと

集団
しゅうだん

という特殊性
とくしゅせい

があり、互いに
たが

理解
りかい

し合う
    あ

難しさ
むずか

があるため、生徒
せいと

同士
どうし

の

コミュニケーション作り
                           づく

が課題
かだい

である。 

「いじめは、人間
にんげん

として絶対
ぜったい

に許されない
ゆる

」という強い
つよ

認識
にんしき

をもつこと 

「いじめは、どの学校
がっこう

でも、どの子
こ

にも起こりうる
お

」という危機
きき

意識
いしき

をもつこと 

「いじめられている子ども
こ

を最後
さいご

まで守り抜く
まも    ぬ

」という信念
しんねん

をもつこと 

（定義
ていぎ

） 

法
ほう

第二条
だいにじょう

 この法律
ほうりつ

において「いじめ」とは、児童
じどう

等
など

に対して
たい

、当該児童等
とうがいじどうなど

が在籍
ざいせき

する学校
がっこう

に在籍
ざいせき

している等当該
などとうがい

児童
じどう

等
とう

と一定
いってい

の人的
じんてき

関係
かんけい

にある他
た

の児童
じどう

等
とう

が行う
おこな

心理的
しんりてき

又
また

は物理的
ぶつりてき

な影響
えいきょう

を

与える
あた

行為
こうい

（インターネットを通じて
つう

行われる
おこな

ものを含む
ふく

。）であって、当該
とうがい

行為
こうい

の対象
たいしょう

となった

児童
じどう

等
とう

が心身
しんしん

の苦痛
くつう

を感じて
かん

いるものをいう。 



・ いじめは、生徒
せいと

が集団
しゅうだん

で学校
がっこう

生活
せいかつ

を送る
おく

上
うえ

でどうしても発生
はっせい

するものであることから、積極的
せっきょくてき

に

認知
にんち

に取り組み
と     く

、早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

に努める
つと

。 

・ 教職員
きょうしょくいん

一人一人
ひとりひとり

がいじめの問題
もんだい

の重要性
じゅうようせい

を正しく
ただ

認識
にんしき

し、生徒
せいと

のわずかなサインもキャッチでき

るよう、定期的
ていきてき

なアンケートの実施
じっし

及び
およ

面談
めんだん

を行う
おこな

。 

・ 日頃
ひごろ

から教職員間
きょうしょくいんかん

及び
およ

保護者
ほごしゃ

との連絡
れんらく

を密
みつ

にし、情報
じょうほう

交換
こうかん

や共通
きょうつう

理解
りかい

を図る
はか

。 

・ 教職員用
きょうしょくいんよう

資料
しりょう

「これからの生徒
せいと

指導
しどう

の推進
すいしん

に当たって
あ

～生徒
せいと

指導
しどう

実践
じっせん

資料
しりょう

第４
だい

集
しゅう

～」等
など

を中心
ちゅうしん

に、

校内
こうない

研修会
けんしゅうかい

を実施
じっし

し、教職員
きょうしょくいん

のいじめに対する
たい

感度
かんど

を高めたり
たか

、スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカー等
とう

を講師
こうし

として事例
じれい

研修
けんしゅう

やカウンセリング研修
けんしゅう

を行い
おこな

教職員
きょうしょくいん

のカウンセリン

グ能力
のうりょく

の向上
こうじょう

に努めたり
つと

することで、いじめに対する
たい

正しい
ただ

認識
にんしき

を共通
きょうつう

理解
りかい

し、組織的
そしきてき

な体制
たいせい

を

整える
ととの

。 

・ 特
とく

に配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な生徒
せいと

については、日常的
にちじょうてき

に、当該
とうがい

生徒
せいと

の特性
とくせい

を踏まえた
ふま

適切
てきせつ

な支援
しえん

を行う
おこな

とと

もに、家族
かぞく

との連携
れんけい

、周囲
しゅうい

の生徒
せいと

に対する
たい

必要
ひつよう

な指導
しどう

を組織的
そしきてき

に行う
おこな

。 

 

  ② 教育
きょういく

相談
そうだん

活動
かつどう

を充実
じゅうじつ

し、全教育
ぜんきょういく

活動
かつどう

を通した
とお

生徒
せいと

指導
しどう

の展開
てんかい

を図る
はか

 

・ いじめはどの学校
がっこう

でもどの生徒
せいと

にも起こりうる
お

という危機
きき

意識
いしき

を持つ
もつ

こと。 

   ・ 定期的
ていきてき

に「いじめの実態
じったい

把握
はあく

に特化
とっか

したアンケート」等
とう

を実施
じっし

するとともに教育
きょういく

相談
そうだん

活動
かつどう

を充実
じゅうじつ

し、いじめが起きた
お

ときの対処
たいしょ

療法的
りょうほうてき

な対応
たいおう

にとどまるだけでなく、全教育
ぜんきょういく

活動
かつどう

を通した
とお

発達
はったつ

支持的
しじてき

生徒
せいと

指導
しどう

を展開
てんかい

する。 

・ 「これからの生徒
せいと

指導
しどう

の推進
すいしん

に当たって
あ

～生徒
せいと

指導
しどう

実践
じっせん

資料
しりょう

第４
だい

集
しゅう

～」のＰ７７「いじめの問題
もんだい

への取組
とりくみ

についてのチェックポイント（例
れい

）」を参考
さんこう

にし、これまでの教育
きょういく

活動
かつどう

を振り返り
ふ     か

、評価
ひょうか

・

改善
かいぜん

していく。 

   ・ いじめの早期
そうき

対応
たいおう

にあたっては、教職員
きょうしょくいん

がいじめの発見
はっけん

や通報
つうほう

を受けた
う

こと等
など

を抱え込まず
かか      こ

、 

校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
いいんかい

等
とう

で、全教職員
ぜんきょうしょくいん

で一致
いっち

協力
きょうりょく

して継続的
けいぞくてき

に取り組む
と     く

。 

 

  ③ 家庭
かてい

・地域
ちいき

・関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を深める
ふか

 

   ・ 入学
にゅうがく

時
じ

をはじめ各年度
かくねんど

の開始
かいし

時
じ

等
など

において、「学校
がっこう

いじめ防止
ぼうし

基本
きほん

方針
ほうしん

」や「校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
いいんかい

」について説明
せつめい

し、生徒
せいと

及び
およ

その家族
かぞく

・地域
ちいき

に周知
しゅうち

する。（入学式
にゅうがくしき

・始業式
しぎょうしき

・懇談会
こんだんかい

等
など

） 

・ いじめの未然
みぜん

防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

のために、また、いじめられている生徒
せいと

を最後
さいご

まで守り抜く
まも    ぬ

ために、

学校
がっこう

だけでなく家庭
かてい

・関係
かんけい

諸機関
しょきかん

と連携
れんけい

する。 

   ・ 必要
ひつよう

に応じ
おうじ

、児童
じどう

相談所
そうだんじょ

・警察
けいさつ

等
とう

の地域
ちいき

の関係機関
きかん

・相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

協 力
きょうりょく

を図る
は か

。暴力
ぼうりょく

行為
こうい

や傷害
しょうがい

、恐喝
きょうかつ

、強要
きょうよう

、窃盗
せっとう

等
など

、刑罰
けいばつ

法規
ほうき

に抵触
ていしょく

するものについては警察
けいさつ

と連携
れんけい

・協力
きょうりょく

し対応
たいおう

する。 

   

  ④ 「いじめ防止
ぼうし

強化
きょうか

月間
げっかん

」での効果的
こうかてき

な取組
とりくみ

の強化
きょうか

を図る
はか

 

   ・ ９月
   がつ

の全市
ぜんし

一斉
いっせい

「いじめ防止
ぼうし

強化
きょうか

月間
げっかん

」において、中
ちゅう

学
がっ

校区
こうく

での話し合い
はな    あ

等
とう

により決めた
き

児童
じどう

（生徒
せいと

）の自主的
じしゅてき

・自発的
じはつてき

な取組
とりくみ

を中心
ちゅうしん

に全校
ぜんこう

でいじめ防止
ぼうし

に向けた
む

取組
とりくみ

を行う。 

   ・ ９月
  がつ

の全市
ぜんし

で実施
じっし

する「いじめに関する
かん

アンケート（全市
ぜんし

一斉
いっせい

アンケート）」を効果的
こうかてき

に活用
かつよう

す

る。アンケート実施後
じっしご

は、全生徒
ぜんせいと

に面談
めんだん

をすることにより、早期
そうき

発見
はっけん

に努める
つと

とともに誰
だれ

もが相談
そうだん



しやすい体制整備
せいび

に努める
つと

。 

   ・ ９月
   がつ

の全市
ぜんし

一斉
いっせい

アンケートの際
さい

に、保護者
ほごしゃ

にいじめの取組
とりくみ

や児童
じどう

生徒
せいと

の状況
じょうきょう

を確認
かくにん

するアンケ

ートを実施
じっし

し、積極的
せっきょくてき

にいじめに係る
かかわる

情報
じょうほう

を収集
しゅうしゅう

する。 

 

  ⑤ いじめ重大
じゅうだい

事態
じたい

の調査
ちょうさ

に関する
かん

ガイドラインチェックリストを活用
かつよう

し、平時
へいじ

からの備え
そな

を徹底
てってい

する 

   ・ 令和
れいわ

６年
   ねん

８月
   がつ

に文部
もんぶ

科学省
かがくしょう

が作成
さくせい

したいじめ重大
じゅうだい

事態
じたい

の調査
ちょうさ

に関する
かん

ガイドラインチェックリス

トを活用
かつよう

し、学校
がっこう

におけるいじめ重大
じゅうだい

事態
じたい

の平時
へいじ

からの備え
そな

を教職員
きょうしょくいん

全体
ぜんたい

で意識
いしき

し、重
じゅう

大事態
だいじたい

の

未然
みぜん

防止
ぼうし

に努める
つと

。 

 

⑶ 教職員
きょうしょくいん

としてなすべきこと 

  ①
１

 いじめを見抜く
みぬく

感性
かんせい

を磨く
みがく

 

いじめは、教職員
きょうしょくいん

の目
め

の届きにくい
とど

ところで起こりやすい
お

。教職員
きょうしょくいん

自身
じしん

がいじめを見
み

抜く
ぬ

感性
かんせい

を

磨き
みが

早期
そうき

発見
はっけん

に努める
つと

。 

 

  ② 不安
ふあん

や悩み
なや

を受容
じゅよう

する姿勢
しせい

 

生徒
せいと

の話
はなし

を最後
さいご

まで傾聴
けいちょう

し、不安
ふあん

や悩み
なや

等
など

を受け止め
う     と

、問題
もんだい

解決
かいけつ

に向けて
む

粘り強く
ねば   づよ

対応
たいおう

する。 

 

  ③
３

 「自信
じしん

」と「やる気
き

」を引き出す
ひ     だ

授業
じゅぎょう

 

教職員
きょうしょくいん

と生徒
せいと

との信頼
しんらい

関係
かんけい

に基づいた
もと

授業
じゅぎょう

を実践
じっせん

し、生徒
せいと

の「自信
じしん

」と「やる気
き

」を引き出す
ひ     だ

。 

 

  ④ 居心地
いごこち

のよい学校
がっこう

・学級づくり
がっきゅう

 

教職員
きょうしょくいん

と生徒
せいと

及び
およ

生徒
せいと

相互
そうご

の温かい
あたた

人間
にんげん

関係
かんけい

を基
もと

に、学校
がっこう

や学級
がっきゅう

を生徒
せいと

にとって落ち着ける
お     つ

場
ば

に

する。 

 

  ⑤
５

 互いに
たが

個性
こせい

を認め合う
みと    あ

学級
がっきゅう

経営
けいえい

 

生徒
せいと

の不得意
ふとくい

なところや身体的
しんたいてき

な特徴
とくちょう

がいじめのきっかけにならないように、生徒
せいと

同士
どうし

が

一人一人
ひとりひとり

の違い
ちが

を個性
こせい

として認め合う
みと    あ

学級
がっきゅう

経営
けいえい

に努める
つと

。 

 

  ⑥ いじめは許さない
ゆる

という学級
がっきゅう

風土
ふうど

 

道徳
どうとく

や学級
がっきゅう

活動
かつどう

の時間
じかん

等
とう

で、いじめの問題
もんだい

、命
いのち

の大切
たいせつ

さ、規範
きはん

意識
いしき

に関わる
かか

題材
だいざい

を取り上げる
と     あ 

等
など

、

日ごろ
ひ

から人権
じんけん

感覚
かんかく

を育む
はぐく

環境づくり
かんきょうづくり

に努め
つと

、いじめを許さない
ゆる

学級
がっきゅう

風土
ふうど

をつくる。 

 

⑦ いじめを受けた
う

生徒
せいと

を最後
さいご

まで守る
まも

 

いじめを受けた
う

生徒
せいと

の苦しみ
くる

を受容
じゅよう

し、「いじめられている生徒
せいと

を守り通す
まも    とお

」ことを言動
げんどう

で示し
しめ

、

毅然
きぜん

とした姿勢
しせい

で対応
たいおう

する。 

 

  ⑧ 日常
にちじょう

の姿
すがた

を観察
かんさつ

 

アンテナを高く
たか

して、生徒
せいと

の少し
すこ

の変化
へんか

も見逃さない
みのがさ

ように、日頃
ひごろ

の生徒
せいと

一人一人
ひとりひとり

の様子
ようす

を観察
かんさつ

す

るとともに、学級
がっきゅう

の様子
ようす

にも注意
ちゅうい

を傾ける
かたむ

。 



  ⑨ 一人一人
ひとりひとり

の心
こころ

の理解
りかい

 

連絡
れんらく

ノート等
など

を通した
とお

心
こころ

の交流
こうりゅう

をしたり、休み
やす

時間
じかん

などで生徒
せいと

と一緒
いっしょ

に活動
かつどう

したりして、全生徒
ぜんせいと

に１日
   にち

に１回
   かい

は声
こえ

かけするよう心がける
こころ

。 

 

  ⑩ 教職員間
きょうしょくいんかん

で連携
れんけい

・協力
きょうりょく

して問題
もんだい

の解決
かいけつ

にあたる 

担任
たんにん

は開かれた
ひら

学級
がっきゅう

経営
けいえい

に努め
つと

、問題
もんだい

を抱え込む
かかえこむ

ことなく、責任
せきにん

をもって他
た

の教職員
きょうしょくいん

に協力
きょうりょく

を

求め
もと

、管理
かんり

職
しょく

に報告
ほうこく

する。 

 

  ⑪ 生徒
せいと

及び
および

その家族
かぞく

からの声
こえ

に誠実
せいじつ

に応える
こた

 

日頃
ひごろ

から、いじめられている生徒
せいと

及び
および

家族
かぞく

の立場
たちば

に立ち
た

、誠実
せいじつ

に解決
かいけつ

しようとする姿勢
しせい

や態度
たいど

を

示し
しめ

、信頼
しんらい

関係
かんけい

の構築
こうちく

を心がける
こころ

。 

 

２ いじめの防止
ぼ う し

 

 

⑴  基本的
き ほ ん て き

な考え方
かんがえか た

 

 ・ いじめはどの生徒
せ い と

にも起こりうる
お こ り う る

、どの生徒
せ い と

も被害者
ひ が い し ゃ

にも加害者
か が い し ゃ

にもなりうることを踏まえ
ふ ま え

、生徒
せ い と

をいじめに向かわせない
む か わ せ な い

ための未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

に、全教職員
ぜんきょうしょくいん

で取り組む
と り く む

。 

 ・ 生徒
せ い と

同士
ど う し

、生徒
せ い と

と教職員
きょうしょくいん

の信頼
しんらい

関係
かんけい

を築く
き ず く

。 

 ・ 規律
き り つ

正しい
た だ し い

態度
ど

で授業
じゅぎょう

や行事
ぎょうじ

に主体的
しゅたいて き

に参加
さ ん か

・活躍
かつやく

できるような授業づくり
じ ゅ ぎ ょ う づ く り

を心がける
こ こ ろ が け る

。 

 ・ 生徒
せ い と

が互いに
た が い に

認め合える
み と め あ え る

人間
にんげん

関係
かんけい

・学校
がっこう

風土
ふ う ど

を自ら
みずから

が作り出せるよう指導
し ど う

する。 

 ・ 未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

が成果
せ い か

を上げて
あ げ て

いるかは、日常的
にちじょうてき

に生徒
せ い と

の行動
こうどう

を把握
は あ く

したり、定期的
て い き て き

なアンケー

トや生徒
せ い と

の欠席
けっせき

日数
にっすう

などで検証
けんしょう

したりし、改善点
かいぜんて ん

について検討
けんとう

し、ＰＤＣＡサイクルに基づく
も と づ く

取組
とりくみ

を継続
けいぞく

する。 

⑵ いじめ防止
ぼ う し

のための措置
そ ち

 

 ①
１

 いじめについての共通
きょうつう

理解
り か い

 

  ・ いじめの態様
たいよう

や特質
とくしつ

、原因
げんいん

・背景
はいけい

、具体的
ぐ た い て き

な指導上
しどうじょ う

の留意点
りゅういて ん

などについて、校内
こうない

研修
けんしゅう

や職員
しょくいん

会議
か い ぎ

で周知
しゅうち

するとともに、日頃
ひ ご ろ

より教職員
きょうしょくいん

全体
ぜんたい

の共通
きょうつう

理解
り か い

を図る
は か る

。 

  ・ 生徒
せ い と

に対して
た い し て

、全校
ぜんこう

集会
しゅうかい

や学級
がっきゅう

活動
かつどう

等
とう

で校長
こうちょう

や教職員
きょうしょくいん

が、日常的
にちじょうてき

にいじめ問題
もんだい

に触れ
ふ れ

、「いじ

めは人間
にんげん

として絶対
ぜったい

に許されない
ゆ る さ れ な い

」との雰囲気
ふ ん い き

を学校
がっこう

全体
ぜんたい

で醸成
じょうせい

する。 

  ・ どのようなことがいじめにあたるのかを具体的
ぐ た い て き

に挙げ
あ げ

、目に付く
め に つ く

場所
ば し ょ

に掲示
け い じ

するなどし、生徒
せ い と

に認識
にんしき

させる。 

 ② いじめに向かわない
む か わ な い

態度
た い ど

・能力
のうりょく

の育成
いくせい

 

  ・ 道徳
どうとく

教育
きょういく

や人権
じんけん

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

させるとともに、読書
どくしょ

活動
かつどう

・体験
たいけん

活動
かつどう

を推進
すいしん

し、生徒
せ い と

の社会性
しゃかいせ い

を育む
はぐくむ

。 

  ・ 社会
しゃかい

体験
たいけん

・生活
せいかつ

体験
たいけん

などの活動
かつどう

を通し
と お し

、他人
た に ん

の気持ち
き も ち

を共感的
きょうかんてき

に理解
り か い

できる豊か
ゆ た か

な情操
じょうそう

を培う。 

  ・ 自他
じ た

の存在
そんざい

を等しく
ひ と し く

認め
み と め

、お互い
お た が い

の人格
じんかく

を尊重
そんちょう

することにより、ストレスをコントロールする

能力
のうりょく

を養う
やしなう

。 

  ・ 「北九州
きたきゅうしゅう

子ども
こ ど も

つながりプログラム（追加版
つ い か ば ん

）」等
とう

を活用
かつよう

し、児童
じ ど う

（生徒
せ い と

）が円滑
えんかつ

に他者
た し ゃ

とコ

ミュニケーションがとれる能力
のうりょく

を育む
はぐくむ

。 



 ③ いじめが生まれる
う ま れ る

背景
はいけい

と指導上
しどうじょ う

の注意
ちゅうい

 

  ・ 授業
じゅぎょう

についていけない焦り
あ せ り

や劣等感
れっとうか ん

などが過度
か ど

のストレスにならないよう、一人一人
ひ と り ひ と り

を大切
たいせつ

に

したわかりやすい授業づくり
じ ゅ ぎ ょ う づ く り

を心がける
こ こ ろ が け る

。 

  ・ 学級
がっきゅう

や学年
がくねん

の人間
にんげん

関係
かんけい

を把握
は あ く

し、一人一人
ひ と り ひ と り

が活躍
かつやく

できる集団づくり
し ゅ う だ ん づ く り

に取り組む
と り く む

。 

  ・ 高ストレス
こう

時
じ

に、ストレス状態
じょうたい

であることに気付き
きづき

、運動
うんどう

・スポーツや読書
どくしょ

などで発散
はっさん

したり、

誰
だれ

かに相談
そうだん

したりするなど、ストレスに適切
てきせつ

に対処
たいしょ

できる力
ちから

を育む
はぐくむ

。 

  ・ 教職員
きょうしょくいん

の不適切
ふ て き せ つ

な言動
げんどう

により、生徒
せ い と

を傷つけたり
き ず つ け た り

、他
た

の生徒
せ い と

によるいじめを助長
じょちょう

したりする

ことがないよう細心
さいしん

の注意
ちゅうい

を払い指導
し ど う

を行う
おこなう

。 

  ・ 教職員
きょうしょくいん

による「いじめられる側
がわ

にも問題
もんだい

がある」という認識
にんしき

を絶対
ぜったい

にしない。 

  ・ 障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含む
ふ く む

）について、適切
てきせつ

に理解
り か い

したうえで、指導
し ど う

に当たる
あ た る

。 

 ④ 自己
じ こ

有用感
ゆうようか ん

や自己
じ こ

肯定感
こうていか ん

の育成
いくせい

 

  ・ 教育
きょういく

活動
かつどう

全体
ぜんたい

を通じ
つ う じ

、生徒
せ い と

自ら
みずから

が活躍
かつやく

でき、他者
た し ゃ

の役
やく

に立って
た っ て

いると感じ取る
か ん じ と る

ことができる機会
き か い

をすべての生徒
せ い と

に提供
ていきょう

できるように努める
つ と め る

。 

  ・ 校外
こうがい

での体験
たいけん

活動
かつどう

を通して
と お し て

、周囲
しゅうい

の人
ひと

から認められて
み と め ら れ て

いると言う
い う

思い
お も い

が得られる
え ら れ る

ように工夫
く ふ う

す

る。 

  ・ 困難
こんなん

な状況
じょうきょう

を自ら
みずから

乗り越えられる
の り こ え ら れ る

ような体験
たいけん

の機会
き か い

を設け
も う け

、自己
じ こ

肯定感
こうていか ん

を高める
た か め る

。 

 ⑤ 生徒
せ い と

自ら
みずから

がいじめについて学び
ま な び

取り組む
と り く む

 

・ 生徒会
せ い と か い

を中心
ちゅうしん

に、生徒
せ い と

自身
じ し ん

がいじめの防止
ぼ う し

を訴える
う っ た え る

取組
とりくみ

を行う
おこなう

。 

   （いじめ防止
ぼ う し

のための啓発
けいはつ

ポスター
ぽ す た ー

作成
さくせい

・相談箱
そうだんば こ

の設置
せ っ ち

等
など

） 

  ・ 教職員
きょうしょくいん

が、すべての生徒
せ い と

が活動
かつどう

の意義
い ぎ

を理解
り か い

し、主体的
しゅたいて き

に参加
さ ん か

できる体制
たいせい

になっているかを

チェックしながら適宜
て き ぎ

アドバ
あ ど ば

イスしていく。 

 

３ いじめの早期
そ う き

発見
はっけん

  

⑴ 基本的
き ほ ん て き

な考え方
かんがえか た

 

  ・ いじめは、人
ひと

の目に付きにくい
め に つ き に く い

時間
じ か ん

や場所
ば し ょ

で行われたり
お こ な わ れ た り

、遊び
あ そ び

やふざけあいを装って
よ そ お っ て

行われたり
お こ な わ れ た り

するなど、気付きにくい
き づ き に く い

形
かたち

で行われる
お こ な わ れ る

ことを共通
きょうつう

理解
り か い

する。 

 ・ 些細
さ さ い

な兆候
ちょうこう

を見逃さず
み の が さ ず

、「いじめではないか」との疑い
うたがい

を持ち
も ち

、隠したり
か く し た り

軽視
け い し

したりすることな

く複数
ふくすう

の教職員
きょうしょくいん

で関わり
か か わ り

、積極的
せっきょくてき

に認知
に ん ち

する。 

 ・ 生徒
せ い と

の見守り
み ま も り

や信頼
しんらい

関係
かんけい

の構築
こうちく

等
とう

に努め
つ と め

、教職
きょうしょく

員
いん

相互が積極的
せっきょくてき

に生徒
せ い と

の情報
じょうほう

交換
こうかん

を行い
おこない

、情報
じょうほう

を

共有
きょうゆう

する。 

 ・ グループ内
           ない

のいじめでは被害者
ひがいしゃ

の訴え
うったえ

がないことが多い
おおい

ため、常日頃
つねひごろ

より生徒
せいと

の動き
うごき

を細かく
こまかく

観察
かんさつ

する。 

⑵ いじめ早期
そ う き

発見
はっけん

のための措置
そ ち

 

 ① アンケート 

  ・ 学期
が っ き

に１回
１ か い

以上
いじょう

、年
ねん

３回
３ か い

以上
いじょう

の「いじめの実態
じったい

把握
は あ く

に特化
と っ か

したアンケート
あ ん け ー と

」調査
ちょうさ

により、いじ

めの実態
じったい

を把握
は あ く

する。 

  ・ ９月
９ が つ

に行われる
お こ な わ れ る

全市
ぜ ん し

一斉
いっせい

の「いじめに関する
か ん す る

アンケート（全市
ぜ ん し

一斉
いっせい

アンケート）」を活用
かつよう

し、

学校
がっこう

全体
ぜんたい

でいじめの実態
じったい

を把握
は あ く

する。アンケート実施後
じ っ し ご

は、全生徒
ぜ ん せ い と

に面談
めんだん

をすることにより、早期
そ う き



発見
はっけん

に努める
つ と め る

とともに誰
だれ

もが相談
そうだん

しやすい体制整備
せ い び

に努める
つ と め る

。 

  ・ 「心
こころ

の健康
けんこう

観察
かんさつ

」を実施
じ っ し

し、生徒
せ い と

の言動
げんどう

だけではわからない「小さな
ち い さ な

ＳＯＳ」を把握
は あ く

し、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な生徒
せ い と

の早期
そ う き

発見
はっけん

に努める
つ と め る

。 

 ② 教育
きょういく

相談
そうだん

体制
たいせい

 

  ・ 学期
が っ き

に１回
１ か い

以上
いじょう

の定期的
て い き て き

な教育
きょういく

相談
そうだん

により、いじめの実態
じったい

の把握
は あ く

に努める
つ と め る

。 

  ・ 教職員
きょうしょくいん

と生徒
せ い と

の日常
にちじょう

のコミュニケーションをより大切
たいせつ

にし、いじめを訴えやすい
う っ た え や す い

雰囲気
ふ ん い き

をつ

くる。 

  ・ 家庭
か て い

訪問
ほうもん

等
とう

を通して
と お し て

教職員
きょうしょくいん

と家族
か ぞ く

の好ましい
こ の ま し い

人間
にんげん

関係づくり
か ん け い づ く り

に努め
つ と め

、いじめに関して
か ん し て

相談
そうだん

し

やすい雰囲気
ふ ん い き

を作る
つ く る

。 

  ・ 生徒
せ い と

が誰
だれ

にでも相談
そうだん

できるような体制づくり
た い せ い づ く り

を行う
おこなう

。 

・ 気
き

になる生徒
せ い と

の情報
じょうほう

を全教職員
ぜんきょうしょくいん

で共通
きょうつう

認識
にんしき

しておく。 

・ 職員室
しょくいんしつ

のＰＣ等
など

にいじめに関する
か ん す る

情報
じょうほう

を全職員
ぜんしょくいん

で共有
きょうゆう

できるようフォルダを作成
さくせい

し、いじめの

事実
じ じ つ

があるとおもわれる場合
ば あ い

は確実
かくじつ

に記録
き ろ く

する。 

 ③ その他
そ の た

 

  ・ 休み
や す み

時間
じ か ん

等
とう

さまざまな場面
ば め ん

で、教職員
きょうしょくいん

で生徒
せ い と

を見守り
み ま も り

、動き
う ご き

を把握
は あ く

する体制づくり
た い せ い づ く り

を行う
おこなう

。 

  ・ 日記
に っ き

や生活
せいかつ

ノート
の ー と

、相談箱
そうだんば こ

を設置
せ っ ち

すること等
など

から、生徒
せ い と

の悩み
な や み

を把握
は あ く

する。 

  ・ 相談
そうだん

電話
で ん わ

（２４時間
２ ４ じ か ん

子ども
こ ど も

相談
そうだん

ホットライン
ほ っ と ら い ん

等
とう

）やＳＮＳを用いた
も ち い た

相談
そうだん

を周知
しゅうち

する。 

・ 生徒
せ い と

を加害
か が い

に向かわせない
む か わ せ な い

、被害
ひ が い

に遭わせない
あ わ せ な い

等
など

、児童
じ ど う

生徒
せ い と

の健全
けんぜん

な育成
いくせい

の観点
かんてん

から、警察
けいさつ

と

日常的
にちじょうてき

に情報
じょうほう

共有
きょうゆう

や相談
そうだん

を行う
おこなう

ことができる連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

を行う
おこなう

。 

 

４ いじめに対する
た い す る

措置
そ ち

 

⑴ 基本的
き ほ ん て き

な考え方
かんがえか た

 

 ・ 発見
はっけん

・通報
つうほう

を受けた
う け た

場合
ば あ い

は、特定
とくてい

の教職員
きょうしょくいん

で抱え込まず
か か え こ ま ず

、速やか
す み や か

に管理
か ん り

職
しょく

に報告
ほうこく

し、組織で対応する。 

 ・ 被害生徒を守り通すとともに、加害生徒には毅然とした態度で指導する。 

 ・ 全教職員の共通理解の下、家族の協力を得て、関係機関と連携し対応する。 

⑵ いじめの発見
はっけん

・通報
つうほう

を受けた
う け た

ときの対応
たいおう

 

 ・ 発見
はっけん

・通報
つうほう

を受けた
う け た

教職員
きょうしょくいん

は一人
ひ と り

で抱え込まず
か か え こ ま ず

、速やか
す み や か

に校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

で情報
じょうほう

共有
きょうゆう

する。 

・ 遊び
あ そ び

や悪
わる

ふざけなど、いじめと疑われる
う た が わ れ る

行為
こ う い

を発見
はっけん

した場合
ば あ い

、その場
ば

でその行為
こ う い

を止める
と め る

。 

 ・ 生徒
せ い と

や家族等
など

から「いじめではないか」との相談
そうだん

や訴え
うったえ

があった場合
ば あ い

は、真摯
し ん し

に傾聴
けいちょう

する。その際
さい

、

いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

やいじめを知らせて
し ら せ て

きた生徒
せ い と

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

する。 

 ・ 速やか
す み や か

に関係
かんけい

生徒
せ い と

から事情
じじょう

を聴き取り
き き と り

、いじめの事実
じ じ つ

の有無
う む

を確認する。 

 ・ いじめの事実
じ じ つ

の有無
う む

を確認
かくにん

したものについては、校長
こうちょう

が事実
じ じ つ

確認
かくにん

の結果
け っ か

を教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に報告
ほうこく

する。 

  ※ 月
げつ

末
まつ

統計
とうけい

報告
ほうこく

で「いじめの実態
じったい

調査
ちょうさ

」を教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に提出
ていしゅつ

する。 

 ・ 解決
かいけつ

困難
こんなん

な問題
もんだい

への対応
たいおう

については、スクールロイヤーを活用
かつよう

することで問題
もんだい

の早期
そ う き

解決
かいけつ

を図る
は か る

。 

 ・ いじめが児童
じ ど う

生徒
せ い と

の生命
せいめい

や心身
しんしん

に重大
じゅうだい

な危険
き け ん

を生じ
しょうじ

されるおそれがある場合
ば あ い

は、速やか
す み や か

に警察
けいさつ

署
しょ

に

相談
そうだん

または通報
つうほう

し、連携
れんけい

して対応
たいおう

を行う
おこなう

。 



（３）  いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

又
また

はその家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

・ いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

から、事実
じ じ つ

関係
かんけい

の聴き取り
き き と り

を行う
おこなう

。 

・ いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

や家族
か ぞ く

に「最後
さ い ご

まで守り抜く
ま も り ぬ く

こと」や「秘密
ひ み つ

を守る
ま も る

こと」を伝える
つ た え る

。 

・ 生徒
せ い と

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の取扱い
とりあつか い

等
とう

、プライバシーには十分
じゅうぶん

に留意
りゅうい

する。 

 ・ 事実
じ じ つ

確認
かくにん

のための聴き取り
き き と り

やアンケート等
など

により判明
はんめい

した情報
じょうほう

は、家庭
か て い

訪問
ほうもん

等
とう

で速やか
す み や か

に家族
か ぞ く

に

伝える
つ た え る

（即日
そくじつ

対応
たいおう

）。 

・ いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

にとって信頼
しんらい

できる人（友人
ゆうじん

や教職員
きょうしょくいん

、家族
か ぞ く

等
など

）と連携
れんけい

し、支える
さ さ え る

。 

・ 状況
じょうきょう

に応じて
お う じ て

、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの協力
きょうりょく

を得る
え る

。 

 ・ 認知
に ん ち

したいじめは解消
かいしょう

に向けて
む け て

、３か月
３ か げ つ

以上
いじょう

継続
けいぞく

して見守る
み ま も る

。 

 ・ いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

の気持ち
き も ち

に寄り添い
よ り そ い

、いじめを行った
お こ な っ た

生徒
せ い と

との関係
かんけい

修復
しゅうふく

を目指す
め ざ す

。 

⑷ いじめを行った
お こ な っ た

生徒
せ い と

への指導
し ど う

又
また

はその家族
か ぞ く

への助言
じょげん

 

・ いじめを行った
お こ な っ た

生徒
せ い と

から事実
じ じ つ

関係
かんけい

の聴き取り
き き と り

を行う
おこなう

。 

・ いじめが確認
かくにん

された場合
ば あ い

、組織的
そ し き て き

に対応
たいおう

し、謝罪
しゃざい

や二度
ふ た ど

としないことの約束
やくそく

等
とう

を行う
おこなう

。 

 ・ 聴き取り
き き と り

した内容
ないよう

を速やか
す み や か

に家族
か ぞ く

に連絡し、事実
じ じ つ

に対する
た い す る

家族
か ぞ く

の理解
り か い

を得る
え る

。 

・ 家族
か ぞ く

と連携
れんけい

して、対応
たいおう

を適切
てきせつ

に行える
お こ な え る

よう協力
きょうりょく

を求め
も と め

、継続的
けいぞくて き

な助言を行う
おこなう

。 

・ 生徒
せ い と

にいじめは絶対
ぜったい

に許されない
ゆ る さ れ な い

行為
こ う い

であることを理解
り か い

させる。 

・ いじめを行った
お こ な っ た

児童
じ ど う

生徒
せ い と

が抱える
か か え る

問題
もんだい

など、いじめの背景
はいけい

にも目
め

を向け
む け

、継続的
けいぞくて き

に指導
し ど う

する。 

・ 必要
ひつよう

があると認める
み と め る

ときは、いじめを行った
お こ な っ た

生徒
せ い と

等
とう

をいじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

等
とう

が使用
し よ う

する教室
きょうしつ

以外
い が い

の

場所
ば し ょ

で学習
がくしゅう

を行わせる
お こ な わ せ る

。 

・ いじめを行った
お こ な っ た

生徒
せ い と

の家族
か ぞ く

にも協力を要請
ようせい

し、いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

との関係
かんけい

修復
しゅうふく

を目指す
め ざ す

。 

⑸ 認知
に ん ち

したいじめの解消
かいしょう

 

・ いじめに係る
かかわる

行為
こ う い

が止んで
や ん で

いること（被害者
ひ が い し ゃ

に対する
た い す る

心理的
し ん り て き

又
また

は物理的
ぶ つ り て き

な影響
えいきょう

を与える
あ た え る

行為
こ う い

が止んで
や ん で

いる状態が相当
そうとう

の期間
き か ん

継続
けいぞく

していること。この相当
そうとう

の期間
き か ん

とは，少なく
す く な く

とも３か月
３ か げ つ

を目安
め や す

とする。）を

定期的
て い き て き

に確認
かくにん

する。 

・ 被害
ひ が い

生徒
せ い と

が心身
しんしん

の苦痛
く つ う

を感じて
か ん じ て

いないこと（いじめに係る
かかわる

行為
こ う い

が止んで
や ん で

いるかどうかを判断
はんだん

する時点
じ て ん

において，被害
ひ が い

生徒
せ い と

がいじめの行為
こ う い

により心身
しんしん

の苦痛
く つ う

を感じて
か ん じ て

いないと認められる
み と め ら れ る

こと。被害
ひ が い

生徒
せ い と

本人
ほんにん

及び
お よ び

その家族
か ぞ く

に対し
た い し

、心身
しんしん

の苦痛
く つ う

を感じて
か ん じ て

いないかどうかを面談
めんだん

等
とう

により確認
かくにん

する。）を定期的
て い き て き

に確認
かくにん

す

る。 

⑹ ネット上
ね っ と じ ょ う

のいじめへの対応
たいおう

 

・ ネット上
ね っ と じ ょ う

の不適切
ふ て き せ つ

な書き込み
か き こ み

等
とう

については、被害
ひ が い

の拡大
かくだい

を避ける
さ け る

ため、直ち
た だ ち

に削除
さくじょ

する措置
そ ち

をとる。 

・ 生徒
せ い と

の生命
せいめい

、身体
しんたい

又
また

は財産
ざいさん

に重大
じゅうだい

な被害
ひ が い

が生じる
し ょ う じ る

おそれがあるときは、直ち
た だ ち

に警察
けいさつ

署
しょ

に通報
つうほう

し、適切
てきせつ

に援助を求める
も と め る

。 

 ・ 生徒
せ い と

が悩み
な や み

を抱え込まない
か か え こ ま な い

よう、法務局
ほうむきょ く

・地方
ち ほ う

法務局
ほうむきょ く

におけるネット上
ね っ と じ ょ う

の人権
じんけん

侵害
しんがい

情報
じょうほう

に関する
か ん す る

相談
そうだん

の受付
うけつけ

など、関係
かんけい

機関
き か ん

の取組
とりくみ

を周知
しゅうち

する。 

 ・ 情報
じょうほう

モラル
も ら る

教育
きょういく

を進める
す す め る

とともに、家族
か ぞ く

においてもこれらについての理解
り か い

を求める
も と め る

。 

 
 
 



（いじめに対する
た い す る

措置
そ ち

）いじめ防止
ぼ う し

対策
た い さ く

推進法
す い し ん ほ う

２３条
２ ３ じ ょ う

フロー
ふ ろ ー

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒
せいと

がいじめを受けて
う け て

いると思われる
お も わ れ る

とき 

いじめの事実
じじつ

の有無
う む

を確認
かくにん

 結果
けっか

を教育
きょういく

委員会
いいんかい

に報告
ほうこく

 

いじめがあったことが確認
かくにん

された場合
ばあい

 

● いじめをやめさせる。 

● 再発
さ い は つ

防止
ぼ う し

をするため、複数
ふ く す う

の教職員
きょうしょくいん

によって、ＳＣ、ＳＳＷ等
な ど

の専門的
せ ん も ん て き

な知識
ち し き

を

有する
ゆ う す る

者
も の

の協力
きょうりょく

を得つつ、 

① いじめを受けた
う け た

生徒
せいと

等
とう

又
また

はその家族
かぞく

に対する
た い す る

支援
しえん

 

② いじめを行った
おこなった

生徒
せいと

等
とう

に対する
た い す る

指導
しどう

又
また

はその家族
かぞく

に対する
た い す る

助言
じょげん

 

①②を継続的
けいぞくてき

に行う
おこなう

。 

 ※ 必要があると認めるときは、いじめを行った生徒等をいじめを受けた生徒等

が使用する教室以外の場所で学習を行わせる。 上記
じょうき

①②を行う
おこなう

にあたっては、家族間
かぞくかん

で争い
あらそい

が起きる
お き る

ことのないよう、いじめ事案
じあん

に係る
かかわる

情報
じょうほう

を家族
かぞく

と共有
きょうゆう

する。 

● いじめが犯罪
はんざい

行為
こうい

として取り扱われる
と り あ つ か わ れ る

べきものは所轄
しょかつ

の警察
けいさつ

署
しょ

と連携
れんけい

して

対処
たいしょ

する。 

● 生徒
せいと

等
とう

の生命
せいめい

、身体
しんたい

又
また

は財産
ざいさん

に重大
じゅうだい

な被害
ひがい

が生じる
しょうじる

おそれがあるときは、直ち
ただち

に所轄
しょかつ

警察
けいさつ

署
しょ

に通報
つうほう

し、適切
てきせつ

に援助
えんじょ

を求める
も と め る

。 



５ いじめの早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

対応
たいおう

のための年間
ねんかん

計画
けいかく

 

 

 

 
 
 
 

１学期 ２学期 ３学期 

期日 活動内容 期日 活動内容 期日 活動内容 

４月３日 

 

 

４月８日 

 

 

 

４月10日 

 

 

 

４月下旬 

 

 

４月下旬 

 

 

４月下旬 

 

５月中旬 

 

 

６月上旬 

 

７月上旬 

８月上旬 

 

 

 

 

 

８月上旬 

 

 

 

 

 

 

職員
しょくいん

会議
か い ぎ

① 

（生徒
せ い と

理解
り か い

） 

 

始業式
しぎょうし き

 

学校
がっこう

いじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

について説明
せつめい

 

 

入学式
にゅうがくしき

 

学校
がっこう

いじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

について説明
せつめい

 

 

道徳
どうとく

（いじめ問題
もんだい

に

関する
か ん す る

取組
とりくみ

） 

 

いじめ防止
ぼ う し

研修
けんしゅう

パッケージ
ぱ っ け ー じ

の実施
じ っ し

① 

 

教育
きょういく

相談
そうだん

① 

 

いじめの実態
じったい

把握
は あ く

に

特化
と っ か

したアンケート① 

 

いじめ防止
ぼ う し

研修
けんしゅう

パッケ

ージの実施
じ っ し

② 

教育
きょういく

相談
そうだん

② 

職員
しょくいん

会議
か い ぎ

② 

（１学期
が っ き

の取組
とりくみ

の

点検
てんけん

・評価
ひょうか

、９月
９ が つ

いじめ

防止
ぼ う し

強化
きょうか

月
げっ

間取り組み
か ん と り く み

の確認
かくにん

等
など

） 

 

いじめ防止
ぼ う し

研修
けんしゅう

パッケ

ージの実施
じ っ し

③ 

 

 

９月１日 

～３０日 

 

 

 

 

９月上旬 

 

 

10月中旬 

 

11月上旬 

 

 

 

12月中旬 

 

 

いじめ防止
ぼ う し

強化
きょうか

月間
げっかん

 

いじめの実態
じったい

把握
は あ く

に

特化
と っ か

したアンケート②

（全市
ぜ ん し

一斉
いっせい

アンケー

ト）・面談
めんだん

 

 

学級
がっきゅう

活動
かつどう

（いじめ問題
もんだい

に関する
か ん す る

取組
とりくみ

） 

 

教育
きょういく

相談
そうだん

③ 

 

校内
こうない

研修会
けんしゅうかい

③（アンケ

ート結果
け っ か

を基
もと

にした

取組
とりくみ

の確認
かくにん

） 

 

職員
しょくいん

会議
か い ぎ

③（２学期
が っ き

の

取組
とりくみ

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

等
とう

） 

教育
きょういく

相談
そうだん

④ 

１月下旬 

 

 

 

２月上旬 

 

２月中旬 

 

 

 

３月下旬 

いじめの実態
じったい

把握
は あ く

に

特化
と っ か

したアンケート③ 

 

 

教育
きょういく

相談
そうだん

⑤ 

 

校内
こうない

研修会
けんしゅうかい

④（アンケ

ート結果
け っ か

を基
もと

にした

取組
とりくみ

の確認
かくにん

） 

 

職員
しょくいん

会議
か い ぎ

③（１年間
１ ね ん か ん

の

取組
とりくみ

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

、児童
じ ど う

（生徒
せ い と

）理解
り か い

等
など

） 

 



 

６ いじめ防止
ぼ う し

等
とう

の対策
たいさく

のための組織
そ し き

 

 

 ⑴ 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

 

 

① 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

の役割
やくわり

 

 

② 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

組織
そ し き

 

 《
＜

教職員
きょうしょくいん

関係者
かんけいし ゃ

》
＞

  

役職
やくしょく

 氏名
し め い

 役職
やくしょく

 氏名
し め い

 

校長
こうちょう

 堀
ほり

 宏
ひろ

範
のり

 担任
た ん に ん

代表
だいひょう

 小原井
しょうばら い

 陽子
よ う こ

 

教頭
きょうとう

 中村
なかむら

 敬
けい

亮
すけ

   

生徒
せ い と

指導
し ど う

主事
し ゅ じ

 久野
ひ さ の

 寛
ひろし

   

養護
よ う ご

教諭
きょうゆ

 濱
はま

洲
す

 由紀子
ゆ き こ

   

教務
きょうむ

主任
しゅにん

 貝
かい

掛
かけ

 恵
けい

太
た

   

 

《外部
が い ぶ

関係者
かんけいし ゃ

等
とう

》 

役職
やくしょく

 氏名
し め い

 役職
やくしょく

 氏名
し め い

 

スクールカウンセラー 中島
なかしま

 良
りょう

 スクールカウンセラー 川田
か わ た

 遥
はるか

 

スクールソーシャルワーカー 渡邊
わたなべ

 由
ゆき

望
の

 スクールサポーター 大原
おおはら

 茂
しげ

幸
ゆき

 

 

・ 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

に基づく
も と づ く

年間
ねんかん

計画
けいかく

の作成
さくせい

・実行
じっこう

、校内
こうない

研修
けんしゅう

の企画
き か く

・実施
じ っ し

 

 ・ いじめの相談
そうだん

・通報
つうほう

の窓口
まどぐち

、情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

・整理・記録 

 ・ いじめの疑い
うたがい

に関する
か ん す る

情報
じょうほう

があった場合
ば あ い

、緊急
きんきゅう

会議
か い ぎ

の開催
かいさい

、情報
じょうほう

の迅速
じんそく

な共有
きょうゆう

、関係
かんけい

児童
じ ど う

生徒
せ い と

へ

のアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

や聴き取り
き き と り

の実施、指導
し ど う

・援助
えんじょ

の体制
たいせい

の構築
こうちく

、方針
ほうしん

の決定
けってい

、家族
か ぞ く

との連携
れんけい

 

・ いじめの認知
に ん ち

 

・ 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の点検
てんけん

、チェックリスト
ち ぇ っ く り す と

の点検、いじめ対策
たいさく

の取組
とりくみ

の効果
こ う か

をＰＤＣＡサイクル
さ い く る

で検証
けんしょう

 

・ いじめ重大
じゅうだい

事態
じ た い

の調査
ちょうさ

が学校
がっこう

主体
しゅたい

の場合
ば あ い

の調査
ちょうさ

組織
そ し き

の母体
ぼ た い

 

  ※ Ｓ Ｃ
スクールカウンセラー

・Ｓ Ｓ Ｗ
スクールソーシャルワーカー

等
など

、常に
つ ね に

会議
か い ぎ

に参加
さ ん か

できない委員
い い ん

には、会議録
か い ぎ ろ く

等
とう

を活用
かつよう

し、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行う
おこなう

 

（学校
がっこう

におけるいじめ防止
ぼ う し

対策
たいさく

のための組織
そ し き

） 

法
ほう

第二十二条
だいにじゅう にじょ う

 学校
がっこう

は、当該
とうがい

学校
がっこう

におけるいじめ防止
ぼ う し

等
とう

に関する
か ん す る

措置
そ ち

を実行的
じっこうて き

に行う
おこなう

ため、当該
とうがい

学校
がっこう

の

複数
ふくすう

の教職員
きょうしょくいん

、心理
し ん り

、福祉
ふ く し

等
とう

に関する
か ん す る

専門的
せんもんて き

な知識
ち し き

を有する
ゆ う す る

者
もの

その他
そ の た

の関係者
かんけいし ゃ

により構成
こうせい

されるい

じめ防止
ぼ う し

等
とう

の対策
たいさく

のための組織
そ し き

を置く
お く

ものとする。 

 



③ 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

活動
かつどう

計画
けいかく

  ※
こめ

ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

に基づいた
も と づ い た

取組
とりくみ

を計画
けいかく

する 

１学期 ２学期 ３学期 

期日 活動内容 期日 活動内容 期日 活動内容 

４月３日 

 

 

 

７月上旬 

組織
そ し き

発足
ほっそく

・顔合わせ
か お あ わ せ

 

委員会
いいんかい

の役割
やくわり

を確認
かくにん

 

いじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の確認
かくにん

 

 

取組
とりくみ

評価
ひょうか

アンケート
あ ん け ー と

実施
じ っ し

①
１

 

１学期
が っ き

の状 況
じょうきょう

確認
かくにん

 

情報
じょうほう

共有
きょうゆう

 

夏季
か き

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の連絡
れんらく

体制
たいせい

確認
かくにん

 

１学期
が っ き

の委員会
いいんかい

活動
かつどう

の

点検
てんけん

・評価
ひょうか

及び
お よ び

いじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の検討
けんとう

 

２学期
が っ き

の活動
かつどう

方針
ほうしん

検討
けんとう

 

８月下旬 

 

９月上旬 

 

12月上旬 

夏季
か き

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

 

 

いじめアンケート
あ ん け ー と

及び
お よ び

面談
めんだん

結果
け っ か

について 

取組
とりくみ

評価
ひょうか

アンケート
あ ん け ー と

実施
じ っ し

②
２

 

２学期
が っ き

の状 況
じょうきょう

確認
かくにん

・情報
じょうほう

共有
きょうゆう

 

冬期
と う き

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の連絡
れんらく

体制
たいせい

確認
かくにん

 

２学期
が っ き

の委員会
いいんかい

活動
かつどう

の

点検
てんけん

・評価
ひょうか

及び
お よ び

いじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

の検討
けんとう

 

３学期
が っ き

の活動
かつどう

方針
ほうしん

検討
けんとう

 

２月下旬 取組
とりくみ

評価
ひょうか

アンケート
あ ん け ー と

③
３

 

年間
ねんかん

活動
かつどう

の評価
ひょうか

 

次
じ

年度
ね ん ど

のいじめ防止
ぼ う し

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

および委員会
いいんかい

活動
かつどう

方針
ほうしん

検討
けんとう

、確定
かくてい

 

 

※ 定例会
ていれいか い

は少なく
す く な く

とも月
つき

に1
１

回
かい

以上
いじょう

行う
おこなう

。 

 

 ⑵ 関係
かんけい

機関
き か ん

・相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

 

  ①
１

 連携
れんけい

の必要性
ひつようせ い

 

次
つぎ

のような状況
じょうきょう

がある場合
ば あ い

、指導
し ど う

の効果
こ う か

を見極め
み き わ め

、適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

を図る
は か る

。 

   ・ 心理的
し ん り て き

なケアが必要
ひつよう

であると判断
はんだん

した場合
ば あ い

 

   ・ 生徒
せ い と

の生命
せいめい

や心身
しんしん

に重大
じゅうだい

な危険
き け ん

を生じ
しょうじ

されるおそれがある場合
ば あ い

 

   ・ 被害児
ひ が い じ

生徒
せ い と

の安全
あんぜん

が脅かされるおそれがある場合
ば あ い

 

   ・ 生徒
せ い と

や家族
か ぞ く

が、教職員
きょうしょくいん

には相談
そうだん

しにくい状況
じょうきょう

にあると判断
はんだん

した場合
ば あ い

 

   ・ 問題
もんだい

行動
こうどう

を繰り返す
く り か え す

生徒
せ い と

の処遇
しょぐう

や、家庭
か て い

環境
かんきょう

に配慮
はいりょ

を要する
よ う す る

生徒
せ い と

の対応
たいおう

に関する
か ん す る

場合
ば あ い

 

   ・ 学校間
がっこうか ん

・異年齢
い ね ん れ い

にまたがる集団
しゅうだん

による場合
ば あ い

 等
とう

 

 

  ② 連携
れんけい

のための配慮
はいりょ

事項
じ こ う

 

   ・ 関係
かんけい

機関
き か ん

・相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

は、校長
こうちょう

が判断
はんだん

し、学校
がっこう

の指導
し ど う

体制
たいせい

の一環
いっかん

として行う
おこなう

。 

・ 学校
がっこう

が関係
かんけい

機関
き か ん

から連絡
れんらく

を受けた
う け た

場合
ば あ い

は、校長
こうちょう

が教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に報告
ほうこく

する。 

・ 安易
あ ん い

に関係
かんけい

機関
き か ん

や相談
そうだん

機関
き か ん

に依頼
い ら い

したり、連携後
れ ん け い ご

にまかせっきりになったりしないよ 

うにする。 

・ 保護者
ほ ご し ゃ

に関係
かんけい

機関
き か ん

・相談
そうだん

機関
き か ん

を勧める
す す め る

ときは、その不安
ふ あ ん

な気持ち
き も ち

を十分に受け止め
う け と め

、 

保護者
ほ ご し ゃ

が学校
がっこう

や教職員
きょうしょくいん

に不信感
ふ し ん か ん

を生まない
う ま な い

よう配慮
はいりょ

する。 

    

 

 

 

 



  ③ 関係
かんけい

機関
き か ん

・相談
そうだん

機関
き か ん

一覧表
いちらんひょう

 

関係
かんけい

機関
き か ん

 相談
そうだん

機関
き か ん

 

機関名
き か ん め い

 連絡先
れんらくさ き

 機関名
き か ん め い

 連絡先
れんらくさ き

 

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

学校
がっこう

教育部
きょういく ぶ

 

生徒
せ い と

指導課
し ど う か

 
５８２－２３６９ 

２４時間
じ か ん

子ども
こ ど も

 

相談
そうだん

ホットライン 

８８１－４１５２ 

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

相談
そうだん

センター ９２１－２２３０ 

ハートケア北九州
きたきゅうしゅう

 

（北九州
きたきゅうしゅう

少年
しょうねん

サポート

センター） 

８８１－７８３０ 

（月～金 ９時～１７時

４５分） 

 

子ども
こ ど も

総
そう

合センター 

 

８８１－４５５６ 

 

子ども
こ ど も

人権
じんけん

１１０番
ばん

 

（法務局
ほうむきょ く

・地方
ち ほ う

法務局
ほうむきょ く

） 

 

０１２０－ 

００７－１１０ 

（月～金 ８時３０分～１

７時１５分） 

小倉北区
こ く ら き た く

 

子ども
こ ど も

・家庭
か て い

相談
そうだん

コーナー 

５６３‐０１１５ 

 

いのちの電話
で ん わ

 

 

６７１－４３４３ 

（２４時間） 

 

小倉北
こ く ら き た

警察
けいさつ

署
しょ

 

生活
せいかつ

安全課
あ ん ぜ ん か

少年係
しょうねんがかり

 

 

５８１－０１１０ 
チャイルドライン 

 

０１２０－ 

９９－７７７７ 

（月～土 １６時～２１時） 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センター 

 

５２２－８７２９ 

 
  

 

７ 重
じゅう

大事態
だ い じ た い

への対処
たいしょ

 

 ⑴ いじめの疑い
うたがい

に関する
か ん す る

情報
じょうほう

 

  ○ 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

でいじめの疑い
うたがい

に関する
か ん す る

情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

と記録
き ろ く

、共有
きょうゆう

 

○ いじめの事実
じ じ つ

の有無
う む

を確認
かくにん

し、結果
け っ か

を教育委員会
い い ん か い

へ報告
ほうこく

 

〇 いじめの重大
じゅうだい

事態
じ た い

の調査
ちょうさ

に関す
か ん す

るガイドライン（令和
れ い わ

６年
６ ね ん

８月
８ が つ

改訂
かいてい

）に準じた
じ ゅ ん じ た

対応
たいおう

を行う
おこなう

。 

 

 ⑵ 重
じゅう

大事態
だ い じ た い

の発生
はっせい

 

  ○ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に重大
じゅうだい

事態
じ た い

の発生
はっせい

を報告
ほうこく

（ ※
こめじるし

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

から市長
しちょう

等
とう

に報告
ほうこく

） 

・ 「生命
せいめい

、心身
しんしん

または財産
ざいさん

に重大
じゅうだい

な被害が生じた
し ょ う じ た

疑い
うたがい

」（生徒
せ い と

が自殺
じ さ つ

を企図
き と

した場合
ば あ い

等
など

） 

・ 「相当
そうとう

の期間
き か ん

学校
がっこう

を欠席
けっせき

することを余儀なく
よ ぎ な く

されている疑い
うたがい

」（年間
ねんかん

３０日
３ ０ に ち

目安
め や す

。いじめによる

欠席
けっせき

がある場合
ば あ い

などは、３０日
３ ０ に ち

を待たず
ま た ず

に迅速
じんそく

に対応
たいおう

） 

・ 生徒
せ い と

や家族
か ぞ く

から「いじめにより重大
じゅうだい

な被害
ひ が い

が生じた
し ょ う じ た

」という申立て
も う し た て

があったとき 

 

  

 

 

 

 

 

 



⑶ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

が、重
じゅう

大事態
だ い じ た い

の調査
ちょうさ

の主体
しゅたい

を判断
はんだん

 

  ①
１

 学校
がっこう

を調査
ちょうさ

主体
しゅたい

とした場合
ば あ い

 

    ※ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

の指導
し ど う

・支援
し え ん

のもと、以下
い か

のような対応
たいおう

に当たる
あ た る

。 

 

   ア
あ

 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

を活用
かつよう

 

 

※ 組織
そ し き

の構成
こうせい

については、専門的
せんもんて き

知識
ち し き

及び
お よ び

経験
けいけん

を有し
ゆ う し

、当該
とうがい

いじめ事案
じ あ ん

の関係者
かんけいし ゃ

と直接
ちょくせつ

の人間
にんげん

関係
かんけい

又
また

は特別
とくべつ

の利害
り が い

関係
かんけい

を有
ゆう

しないスクールカウンセラー等
とう

の第三者
だいさんし ゃ

の参加
さ ん か

を図り
は か り

、当該
とうがい

調査
ちょうさ

の公平性
こうへいせ い

や中立性
ちゅうりつせい

を確保
か く ほ

する。 

※ いじめ防止
ぼ う し

対策
たいさく

推進法
すいしんほ う

第２２条
だ い ２ ２ じ ょ う

に基づく
も と づ く

「校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

」を母体
ぼ た い

として、当該
とうがい

重
じゅう

大事態
だ い じ た い

の性質
せいしつ

に応じて
お う じ て

適切
てきせつ

な専門家
せ ん も ん か

を加える
く わ え る

。 

 

   イ 校内
こうない

いじめ問題
もんだい

対策
たいさく

委員会
い い ん か い

で、事実
じ じ つ

関係
かんけい

を明確
めいかく

にするための調査
ちょうさ

を実施
じ っ し

 

 

※ 客観的
きゃっかんてき

な事実
じ じ つ

関係
かんけい

を速やか
す み や か

に調査
ちょうさ

し、いじめ行為
こ う い

の事実
じ じ つ

関係
かんけい

を可能
か の う

な限り
か ぎ り

明らか
あ き ら か

にする。 

※ 学校
がっこう

に不都合
ふ つ ご う

なことがあっても、事実
じ じ つ

にしっかりと向き合う
む き あ う

。 

※ これまでに先行
せんこう

して調査
ちょうさ

している場合
ば あ い

も、調査
ちょうさ

資料
しりょう

の再分析
さいぶんせ き

や必要
ひつよう

に応じて
お う じ て

新た
あ ら た

な調査
ちょうさ

を

実施
じ っ し

する。教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と連携
れんけい

して調査
ちょうさ

報告書
ほうこくし ょ

を作成
さくせい

する。 

 

   ウ いじめを受けた
う け た

児童
じ ど う

生徒
せ い と

及び
お よ び

その保護者
ほ ご し ゃ

に対して
た い し て

情報
じょうほう

を適切
てきせつ

に提供
ていきょう

 

 

※ 調査
ちょうさ

により明らか
あ き ら か

になった事実
じ じ つ

関係
かんけい

について、適時
て き じ

・適切
てきせつ

な方法
ほうほう

で経過
け い か

報告
ほうこく

を行い
おこない

ながら

情報
じょうほう

を適切
てきせつ

に提供
ていきょう

する。 

※ 関係者
かんけいし ゃ

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

に十分
じゅうぶん

な配慮
はいりょ

をする一方
いっぽう

、いたずらに個人
こ じ ん

情報
じょうほう

保護
ほ ご

を楯
たて

に説明
せつめい

を怠らない
お こ た ら な い

ようにする。 

※ アンケート結果
け っ か

をいじめられた生徒
せ い と

や家族
か ぞ く

に提供
ていきょう

する場合
ば あ い

があることを念頭
ねんとう

に置き
お き

、調査
ちょうさ

に

先立ち
さ き だ ち

その旨
むね

を調査
ちょうさ

対象
たいしょう

の在校生
ざいこうせ い

や家族
か ぞ く

に説明する。 

    

   エ 調査
ちょうさ

結果
け っ か

を教育
きょういく

委員会
い い ん か い

に報告
ほうこく

（※ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

から市長
しちょう

等
とう

に報告
ほうこく

） 

 

※ いじめを受けた
う け た

児童
じ ど う

生徒
せ い と

またはその家族
か ぞ く

が希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

には、いじめを受けた
う け た

生徒
せ い と

又
また

はその

家族
か ぞ く

の所見
しょけん

をまとめた文書
ぶんしょ

の提供を受け
う け

、調査
ちょうさ

結果
け っ か

に添える
そ え る

。 

 

   オ 調査
ちょうさ

結果
け っ か

を踏まえた
ふ ま え た

必要
ひつよう

な措置
そ ち

 

 

  ② 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

が調査
ちょうさ

主体
しゅたい

となる場合
ば あ い

 

    教育
きょういく

委員会
い い ん か い

の指示
し じ

のもと、資料
しりょう

の提出
ていしゅつ

など、調査
ちょうさ

に協力
きょうりょく

 


